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皮膚の洗浄に関する研究（第3報）
　　　　　皮脂分泌速度の検討
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背景：皮膚は、生体を物理的に生体外部の環境

より隔離し、生体内部環境のホメオスターシスを

まもる役割をしている。その具体的作用として、

水分保持作用、微生物などの異物の侵入を阻止

する作用、体温調節作用などがあげられている。

皮膚の表面には角質層があり、その外側は、皮

脂に覆われている。皮脂には、保湿作用1）、感

染防御作用2）、バリアー機能3）、緩衝作用、排

泄作用がある。この皮脂は、脂腺および角質成

分より合成され、その90％は脂腺より分泌さ

れ、10％は角質層に由来する。脂腺の分布は

手掌、足底、毛のない部分をのぞいて体のすべ

てに存在し、皮脂の成分はセラミド（40－50％）、

コレステロール（20－25％）、トリグリセリド

（29－25％）よりなる4）。皮脂分泌速度あるい

は成分は環境因子（生活習慣因子を含む）、お

よび性ホルモンの影響を受ける。とくに、生活

習慣因子として、喫煙習慣のある対象は皮膚水

分量の減少が認められるとの報告もある5）。従

来は、この皮膚に土、塵埃、あるいは土に含ま

れる寄生虫、空中に浮遊する微生物が付着する

ため、皮膚洗浄が励行されていたが、最近では、

排気ガス等の環境汚染物質も付着するようになっ

た。したがって、汚染された皮膚表面の洗浄が

必要となる。しかし、強力に皮脂を洗浄するこ

とにより水分が蒸散し、乾燥するようになる。

このため、皮膚の洗浄後には、速やかに新しい

皮脂で再び覆われる必要性もある。このため、

セラミド、セラミド複合体、皮脂構成成分に類

似した脂肪酸を含むスキンケア化粧品6）、ある

いはトリペプチドを含む保湿を目的とした化粧

品が開発され用いられている7）。私たちは、今

日まで、皮脂の石鹸による洗浄の効果、皮脂の

pH、皮脂の構成成分にっいて検討を行ってき
t：8’9）。今回は皮膚洗浄によって失われた皮脂が、

どの程度の時間で再合成されるのか、1）皮脂

の生体分布を測定し、2）最も皮脂分泌が多い

部位の皮脂分泌速度にっいて検討した。

対象と方法

対象：本学在学中の女子学生8名を対象とした。

対象とした学生には、本実験の意味と実験に危

険性のないことを口頭で説明した。皮脂の測定

部位は、額（正中中央：正中上、正中下）、額

（左眉上、右眉上）、頬（右、左）、鼻翼（右、

左）、および鼻尖部、人中、願部とした。また、

皮脂分泌速度の測定は前額部とした。

＊　東京家政大学

＊＊東京工芸大学

方法：皮脂計測器の精度検定：皮脂の測定には

SebumeterR（Schwarzhaupt　Medizintechnik，

FRG）を使用した。この機器では、特殊に加工

された紙を鏡の上に置き、皮脂を吸着した後、

光を照射し、その反射の程度により皮脂吸着量

を測定する方法を用いている。皮脂分泌の生体

分布について、一回圧着法で測定した。次に、

Sebumeterのセンサーを30秒間、全額正中線

皮膚表面に圧着した。この操作を5分間隔で行
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い、同一皮膚部位の皮脂量の経時変化を測定し

た。さらに、皮脂分泌速度の測定を行う目的で、

脱脂後の皮脂再分泌速度を測定した。脱脂には、

アセトンを用い、対照として水を用いた。脱脂

後の皮脂分泌量の測定に際して、Sebumeter

のセンサーによる皮脂吸着を考慮し、アセトン

脱脂前の皮脂量を求め、脱脂後はセンサー圧着

部位とは異なった近位を測定した。アセトンあ

るいは水による脱脂効果を検討するため次に示

す式で脱脂率を求めた。

脱脂率（％）＝（脱脂前一脱脂後）×100／脱脂前

統計：皮脂分布の部位別有意差をTwo－Factor

ANOVA法で測定し、　P〈0．05を有意とみなし

第1図　皮脂の部位別分布性

た。つぎに、皮脂測定による皮脂減少曲線を、

最小自乗法を用いて推測した。

結果：

1）皮脂は、頭部、顔面の額、で多くみとめら

　　れ、胸、背中では顔面よりも少なく、四肢

　　にはほとんど認められなかった。顔面にお

　　ける、皮脂量を図1に示した。額および鼻

　　部では高値を示し、頬部では低値を示した。

　　ANOVAによる解析では、8例にっいて

　　個人および部位とも統計学的に有意差が認

　　あられた（第1表）。

2）顔面部の皮脂分布の関連性にっいて、鼻翼

　　の皮脂量を頬部の皮脂量を対象例にっいて、

　　相関係数を求め、次式が得られた。

　　Y＝0．5949X－19．573　　　　　　（1）
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第1表
平均 標準偏差

額（中央） 108．6 62．3

額（上） 125．3 54．4

額（下） 110．3 43．0

額（右） 88．0 49．5

額（左） 10α4 47．9

右頬 42．9 29．8

左頬 51．0 40．1

鼻尖部 96．8 55．3

鼻翼（右） 104．8 56．8

鼻翼（左） 118．6 62．3

人中 85．6 67．2

願部 88．6 60．7

第2図　鼻翼の皮脂量と頬部の皮脂量の関連性

第3図　皮脂分泌の減少曲線
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　Yは、左頬の皮脂分泌量であり、Xは左鼻翼

の皮脂分泌量である（図2）。この式で示され

るように、鼻翼と頬部には、有意の関連性が認

められた（p〈0．01）。

3）同一皮膚面での圧着により、皮脂濃度は指

　　数対数的に減少し、1－2時間で平衡状態

　　に達した。平衡点での皮脂量は20－25μg

　　であり、1分に換算すると、4－5μg／min

　　であった。

4）この相対的減少曲線は、対数減少曲線とな

　　り、（2）式で表すことが出来た。

　　Y（％）；一　34．239×1n（x／5＋1）＋96．715

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　ここで、Yは相対的皮脂減少量、　xは測定開

始よりの時間である。

5）第5図に水分と脱脂綿による脱脂効果とそ

　　の後の皮脂分泌、アセトンおよび脱脂綿に

　　よる脱脂効果とその後の皮脂分泌反応を示

　　した。水分では、46±16．7％（n；6）であ

　　り、アセトンでは98．7±1．2％であった。

6）脱脂後の皮脂再分泌速度について直線回帰

　　を行い、アセトンでは5．87％／5minであっ

　　たが、水脱脂後の皮脂再分泌速度は3．5％／

　　5minであった。

考察：皮脂量測定機器（Sebumeter）は皮脂を

Sebumeterセンサー（プラスチックフィルム）

に皮脂を吸着した後に、その透明度を光反射に

より測定するものである。プラスチックフィル

ムは、1回のセンサー圧着をおこなうことによ
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第4図Sebumeterによる皮脂吸収曲線

り皮脂のすべてを吸着することは不可能である
1）

　。このため、1回の計測値はその部の皮脂量

を示してはいない。Diksteinらlo）は、同一部位

を4回連続測定し、その総計と1回目の測定値

の比を計算し、その値は45％であったと報告し

ている。・つまり、1回の測定では約50％以上の

皮脂が残存していることになる。今回われわれ

の測定した皮脂量は、1回測定によるものであ

り、皮膚における絶対量としての皮脂量を示し

てはいない。しかし、絶対量とは比例した値で

ある。このことを前提として、皮脂量の体内分

布を観察すると、全身では顔面部が多量分泌さ

れ、とくに額および鼻部は、多くの皮脂が分泌

されていた。脂腺の数の最頻値は100個／cm2と

されているが、脂漏部位では400－900個／cm2で

ある4）。額および鼻部は脂漏部位であるため、

脂腺が多く存在しているものと推測される。皮

下分泌には個人差が認められたが、個人差の原

因として、個人間の皮脂腺数の差、皮脂分泌速

度の個人差、皮脂分泌を促す性ホルモンの個人

差などがあげられ、これに影響する性周期の影

響にっいて検討する必要性があるものと推測さ

れた。一方、部位差については、鼻部における

皮脂量が多い例では、頬部における皮脂量も多

く認められたことより、皮脂腺量の相対的分布

は、頬部で少ないことが推定された。前述のよ

うに、Sebumeterの1回測定では、皮脂量を

すべて吸着することが不可能であるとともに、

皮脂は常に分泌し続けている。このことより、

第5図
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今回5分間毎に、皮脂量を測定したが、30分

までは、全例で減少し続けたが、30－45分後

には、皮脂吸着量は一定となり、平衡点に達し

たものと推測された。換言すれば、皮脂分泌量

と、Sebumeterによる皮脂吸収量が同じ量に

なったものと推測された。っまり、この平衡点

における皮脂吸収量は皮脂分泌量を示すものと

推測され、これにも個人差が認められた。5分

間の皮脂分泌量は3－47μg／5minであり、平

衡点で高い値を示す例では、初期値も高い値を

示していた。っまり、任意の時点での皮脂量は

皮脂分泌速度が速いことを示すものと推測され

た。対象例では平均皮脂分泌速度は前額部で、

平衡点法によると約5μg／minであることが示

された。次にアセトンにより、皮脂をすべて除

去した後に皮脂再分泌速度を測定した。全額部

の同一点で頻回測定すると、Sebumeterによ

る皮脂吸着による誤差成分が混入するため、脱

脂後同一点近位部の測定とした。この方法によ

り、最小自乗法による一次直線の勾配は、（1．1

％＝5．85／5）％／minであった。っまり、約100

分で、100％になることが示された。っまり、

完全に皮脂を脱脂しても、約2－3時間で元に

戻ることが示された。今日まで、皮脂分泌とく

に皮脂分泌速度に関する検討はなされていない。

今後日内変動、年齢、性、および性周期による

動態を検討するとともに、栄養状態の指標とし

ての有用性、各種病態との関連性にっいての調

査が必要と推定された。
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